
日 時 題 目 内 容 講 師

11

月

1

日

(水)

9：00～
9：05

開会の挨拶

9：05～
10：15

流れの数値計算の基礎

流動現象の数値シミュレーションに関して，離散化
の方法，基本的な計算スキーム，解像度と信頼性，
計算領域と境界条件，結果の検証について基本的な
事柄を解説する．また，レイノルズ数，マッハ数な
どの指標に応じた解法の種別について概説する．

大阪大学
大学院工学研究科

梶 島 岳 夫

10：30～
12：20

乱流数値解析の基礎

機械工学における乱流現象も一般にはナヴィエ・ス
トークス方程式に支配されるが，これを直接計算す
ることは非現実的なことが多く，RANS，LES など
の多様な乱流モデルがあり，それぞれに応じた計算
法が存在する．本講では，物理モデルの基本的な考
え方と特色について，数値計算法と関連づけて概説
する．

大阪大学
大学院工学研究科

梶 島 岳 夫

13：20～
15：10

熱流体数値解析の基礎
と応用

熱流動場の CFD 解析についての注意点や乱流熱流
動モデルについての基礎から最新の話題まで丁寧に
解説する．そして，応用計算をするにあたって実用
の観点から，何処に注意したらよいか，どういう場
合に何を選択したら良いかの指針を示す．

大阪府立大学
大学院工学研究科

須 賀 一 彦

15：25～
17：15

複雑内部流れ場の知的
可視化と流動診断

CFD 結果から流体力学的に意味のある情報を抽
出・表示する知的可視化技術として，渦構造の同定
法および限界流線のトポロジー解析を概説するとと
もに，知的可視化技術を適用することによって，ター
ボ機械の内部流れ場で発現する複雑な流動現象を解
明した流動診断事例を紹介する．

九州大学
大学院工学研究院

古 川 雅 人

日本機械学会 関西支部 第 352 回講習会

実務者のための流体解析技術の基礎と応用
（各種シミュレーション技術の適用事例紹介及びデモ展示付き）

協 賛 日本ガスタービン学会，可視化情報学会，計測自動制御学会関西支部，精密工学会関西支部，シス
テム制御情報学会，日本金属学会関西支部，日本計算工学会，日本材料学会関西支部，日本流体力
学会，日本塑性加工学会関西支部，日本マリンエンジニアリング学会，化学工学会関西支部，日本
化学会，日本伝熱学会，日本航空宇宙学会関西支部，溶接学会関西支部，日本船舶海洋工学会，日
本冷凍空調学会，日本燃焼学会，日本鉄鋼協会関西支部，自動車技術会関西支部，ターボ機械協
会，日本バーナ研究会，滋賀経済産業協会，京都工業会，奈良経済産業協会，兵庫工業会，大阪科
学技術センター

日 時 2017 年 11 月 1 日（水）9：00～17：15，2 日（木）9：00～17：30

会 場 大阪科学技術センター ８階 中ホール
〔大阪市西区靱本町 1 - 8 - 4 ／電話（06）64435324（代）／地下鉄四つ橋線「本町」駅下車，28 番出口北へ 400m〕

趣 旨 製品あるいは要素技術の開発期間の短縮・高精度化が進み，設計現場における流体解析の重要性が
増してきています．本講習会では，流体解析の基礎理論，モデル化の考え方，解析結果を設計に生
かすための情報抽出技術等を分かり易く説明するとともに，最新の解析手法や適用事例の紹介，デ
モ展示を通して，実務者に役立つ講習会に拘っています．講習会の 2日目には，近年，注目が高ま
るオープンソースのCFDコード「OpenFOAMの特集」を企画しました．これから設計，開発，研
究部門などで熱流体，複雑流れに取り組もうとされる若手技術者，研究者の方々はもちろん，既に
流体解析に取り組まれている中堅技術者の方々含めたすべての方を対象としております．二日間で
幅広く習得できるように構成しておりますので，奮ってご参加ください．

キーワード 熱流体，流動，乱流，CFD，OpenFOAM，流体設計，ターボ機械，可視化

題目・内容・講師

第
二
校



日 時 題 目 内 容 講 師

11

月

2

日

(木)

9：00～
9：55

OpenFOAM の概説と
解析事例 /デモ展示の
解説

オープンソースの CFD コードである OpenFOAM
の概説と，解析事例および解析時のポイントなどを
解説する．更に当社のコンサルティングサービスに
ついてご紹介する．

日本ESI ㈱

10：00～
10：50

OpenFOAM の解析事
例 /デモ展示の解説

OpenFOAM を強化した汎用流体数値計算ソフト
ウェアであるHELYXの紹介と，その解析事例，お
よび解析時のポイントなどを解説する．

㈱ヴァイナス

10：55～
11：45

OpenFOAM の解析事
例 /デモ展示の解説

OpenFOAM をベースに開発した GPL（General
Public License）に準ずる汎用 CFD プログラム
iconCFDの紹介と，その解析事例および解析時のポ
イントなどを解説する．

㈱ IDAJ

（11：45～12：45 昼食）

11：50～
12：35

デモ展示 日本ESI ㈱，㈱ヴァイナス，㈱IDAJ，計測エンジニアリングシステム㈱

12：45～
13：35

熱流体，熱音響の基礎
と連成の取扱い /デモ
展示の解説

マルチフィジックス解析を前提とした有限要素法
（FEM）ベースの汎用物理シミュレーションソフ
ト・COMSOL について紹介する．更に熱流体・熱
音響に関する解析事例と偏微分方程式の取扱い，解
析のポイントなどを解説する．

計測エンジニアリン
グシステム㈱

13：40～
14：25

デモ展示 日本ESI ㈱，㈱ヴァイナス，㈱IDAJ，計測エンジニアリングシステム㈱

14：30～
15：30

OpenFOAM による混
相流解析と，ソルバー
開発

OpenFOAMソルバーとその応用事例を紹介すると
ともに，OpenFOAMによるソルバー開発の一般的
な流れと開発に必要な知識およびプログラミングに
おける注意点について解説する．

千代田化工建設㈱

張 政

15：40～
16：20

OpenFOAM による船
舶の大規模解析

OpenFOAMソルバーとHPCI（京コンピュータ）を
利用した，船舶の流体性能向上のための大規模解析
の事例を，企業ユーザにおける HPCI 利用の利点，
課題などを交えて紹介する．

川崎重工業㈱

川 本 英 樹

16：30～
17：30

OpenFOAMによるディー
ゼルエンジン燃焼の数
値解析

OpenFOAMを用いてディーゼルエンジンの燃焼を
解析した事例を紹介するとともに，燃焼における詳
細化学反応を高速かつ安定に計算する手法について
解説する．

神戸大学
大学院システム情報学
研究科

堀 司

下記の該当箇所を○で, お囲み願います.

通信送付先

所 属

〒 －

聴 講 料

2日間とも参加 1日のみ参加（1日，2日）
会員
協賛学協会名（ ）
・個人 30, 000 円
・法人 30, 000 円
・大学，官公庁関係 15, 000 円
・学生 4, 000 円

会員
協賛学協会名（ ）
・個人 20, 000 円
・法人 20, 000 円
・大学，官公庁関係 10, 000 円
・学生 4, 000 円 氏 名

会員外 50, 000 円
会員外学生 8, 000 円

会員外 30, 000 円
会員外学生 8, 000 円

電 話
Ｆ Ａ Ｘ

－ － 内
－ －送金方法 銀 行 振 込 ・ 郵 便 振 替

現 金 書 留 ・ 当 日 持 参

今 後 の

行事案内

本行事にお申込みいただいた方には，今後，DMまたは電子メールによる関西支部行事のご案内を送付させていただきます．お手数ですが，ご不要
の方は下記にチェックをお入れください.
□今後の案内不要
□電子メールによる案内のみ希望,メールアドレス:

定 員：80 名
聴講申込締切：2017 年 10 月 18 日(水)（締切り後でも定員に余裕があれば受け付けますので，お問合せください．）

き り と り 線

日本機械学会 関西支部 第 352 回講習会 聴講申込書 (FAX可)
2017 年 月 日

通
信
送
付
先
を
必
ず
ご
記
入
願
い
ま
す
．

申込先 一般社団法人日本機械学会 関西支部 〒 550-0004 大阪市西区靱本町 1-8-4 大阪科学技術センタービル内
TEL：06-6443-2073 FAX：06-6443-6049 E-mail：info@kansai.jsme.or.jp ホームページ http：//www.kansai.jsme.or.jp/

その他 （1）申込受付後，聴講券をお送りしますので，両日とも必ずご持参ください．
（2）協賛学協会員の方も本会会員と同様にお取り扱いいたします．
（3）受講をキャンセルされる場合は2日前までにご連絡願います．2日前までにご連絡のない場合は聴講料をお支払いいただきます．

※お申込みの際にご提供いただいた個人情報は，当該行事の運営業務のために利用するほか，当支部が主催する講習会・セミナーのご案内の
ために利用させていただきます．本講習会でWeb 掲載用に講習会の様子の写真撮影を行いますのでご了承ください．


